
鄭

玄

「發

墨

守
」
等

三

篇

の

特

色

田

中

痲

紗

巳

後
漢
の
公
羊
學
者
何
休
は

「公
羊
墨
守
」
「左
氏
膏
肓
」
「穀
梁
廢
疾
」
を
著
し

た
が
、
こ
れ
ら
を
何
休
よ
り
二
歳
年
長

の
鄭
玄
が
取
り
上
げ

て
論
じ

た
も

の
が

「
發
墨
守
」
「箴
膏
盲
」
「
釋
廢
疾
」
の
三
篇
で
あ
る
。
こ
の
三
篇
は
現
在
で
は
輯

佚
本
と
し
て
し
か
傳
わ

っ
て
い
な
い
淋
、
殘
さ
れ
て
い
る
部
分
か
ら
そ
の
全
體
の

性
格
は
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
本
稿

は
現
存
す
る
三
篇
の
内
容

の
特

色
を
調

べ
、
更
に
鄭
玄
が
こ
の
三
篇
を
著
し
た
理
由
に
つ
い
て
少
し
考
え
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
今
古
文
の
對
立
と
い
う
面
か
ら
で
は
な
く
、
三
篇

の
書
か

れ
た
時
期
と
の
關
係
か
ら
考
察
し
た
い
。
尚
、
體
裁
が
こ
の
三
篇

と
類
似

す
る

「駁
五
經
異
義
」
も
、
少
し
參
考
に
す
る
。
以
下
に
お
い
て
三
篇
の
本
文
は
、
主

と
し
て
、
袁
鈞

『
鄭
氏
逡
書
』
を
底
本
と
す
る
皮
錫
瑞

『發
墨
守
疏
證
』

『
箴
膏

肓
疏
證
』
『釋
廢
疾
疏
證
』
所
收
の
文
を
用
い
る
。

鄭
玄
の
學
の
特
徴
と
し
て
は
、
折
中
と
か
總
合
と
か
集
大
成
と
か
が
よ
く
い
わ

れ
る
。
「發
墨
守
」
等
三
篇
で
も
、

ま
ず

こ
の
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。

何
休
の
批

ω

剣
を
包
み
込
む
論
が
か
な
り
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
初
め
に
、
こ
の

三
篇
で
鄭
玄
が
何
休

の
説
を
何
ら
か
の
形
で
肯
定
し
取
り
入
れ
て
い
る
例
に
つ
い

て
調
べ
よ
う
。鄭

玄

「
發

墨
守
」
等

三
篇

の
特
色

君
主
に

つ
い
て
の
例
か
ら
見
て
い
く
。
『
春
秋
』

僖
公

二

一
年
の
經
に
、

秋
、

宋
君

.
楚
君
そ
の
他
の
諸
侯
が
會
合
し
、
宋
君
を
と
ら
え
宋
を
伐

っ
た
、
と
あ
る
。

こ
れ
を

『
公
羊
』
は
、
宋
君
を
と
ら
え
た
の
は
楚
君
だ
が
、
そ
れ
を
い
わ
な
い
の

は
、
夷
狄

の
楚
が
中
國
の
宋
の
君
を
と
ら
え
る
の
を
ゆ
る
さ
な

い
か
ら
だ
、
と

し
、
『穀
梁
』
も
楚
の
行
動
を
重
要
靦
し
て
い
る
。

當
時
、

勢
力
を
持

っ
た
楚
の

成
公
が
、
諸
侯
と
の
會
合
の
席
で
宋
の
裏
公
を
拘
執
し
、
宋
を
伐

っ
た
の
だ
が
、

直
ぐ
に
宋
君
を
釋
放
し
た
ら
し
く
、
經
は
次
い
で

一
二
月

に

「公
會
諸

侯
盟
于

薄
、
釋
宋
公
」
と
記
す
。
こ
れ
を

『公
羊
』
は
魯
君
が
こ
の
會
盟
に
參
加
し
た
の

で
記
し
た
と
し
、
『
穀
梁
』
は

「會
者
、
外
爲
主
焉
爾
。

外
釋
不
志
、

此
其
志
何

也
。
以
公
之
與
之
盟
日
之
也
。
不
言
楚
、
不
與
楚
專
釋
也
」
と
い
う
。
『穀
梁
』
も

會
盟
に
魯

の
僖
公
も
出
席
し
た
か
ら
經
は
記
し
た
と
し
な
が
ら
、
し
か
し
、
會
盟

を
圭
宰
し
た
楚
君
に
觸
れ
な
い
の
は
、
楚
君
が
諸
侯
の
身
で
ほ
し
い
ま
ま
に
他
の

諸
侯
を
釋
放
す
る
行
爲
を
、
ゆ
る
さ
な
い
か
ら
だ
、
と
剣
斷
し
て
い
る
。
楚
君
の

な
し
た
宋
君
の
拘
執
に
つ
い
て
は

『
穀
梁
』
も

『
公
羊
』
と
ほ
ほ
同
じ
評
價
ら
し

い
が
、
そ
の
釋
放
に
關
し
て
は
、
『穀
梁
』
だ
け
が
楚
君
を
非
難
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
點
を
何
休
は
問
題
に
し

「春
秋
以
執
之
爲
罪
、
不
以
釋
之
爲
罪
。
責

楚
子
專
釋
、
非
其
理
也
。
公
羊
以
爲
公
會
諸
侯
釋
之
、

故
不
復
出
楚

耳
」
と

い

う
。
拘
執
と
違

っ
て
釋
放
は
罪
で
は
な
く
、
だ
か
ら
楚
君
が
ほ
し
い
ま
ま
に
釋
放

五
九
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し
た
と
責
め
る
の
は
、
道
理
に
合
わ
ぬ
、
と
批
剣
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
樹
し

鄭
玄
は

「
不
與
楚
專
釋
者
、
非
以
貴
之
也
。
傳
目
、
外
釋
不
志
、
・
…

目
之
也
。

言
公
與
諸
侯
盟
、

而
釋
宋
公
、

公
有
功
焉
。

與
公
羊
義
無
違
錯
」
と
い
う

(「釋

廢
疾
」)。

楚
君
の

「
專
釋
」
を
ゆ
る
さ
な
い
と
い
う
の
は
、

こ
の
釋
放
に
魯
君
も

參
與
し
た
か
ら
で
、
楚
君
を
責

め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
だ
か
ら

『公
羊
』
と
た

が
い
は
し
な
い
と
す
る
。
『穀
梁
』

の
本
旨
を
曲
げ
た
解
釋
で
あ
る
。

「楚
の
專
釋
を
與
さ
ず
」
と
い
う
の
は
、
内
容
の
何
如
に
か
か
わ
ら
ず
諸
侯

の

身
分
を
逸
脱
し
た
行
爲
を
非
難
す
る
も

の
て
、

『穀
梁
』

の
上
下
秩
序
に
嚴
格
な

一
面
を
示
す
例
で
あ
る
。
だ
が

『公
羊
』
に
立
脚
し
て
何
休
は
、
天
子

の
み
行
な

い
う
る
諸
侯
の
拘
執
や
釋
放
を
、
有
力
な
諸
侯
が
な
す
時
、
拘
執
は
と
も
か
く
釋

放
に
つ
い
て
は
、
難
じ
る
ぺ
き
で
は
な

い
と
す
る
。
何
休
も
諸
侯

の
越
権
行
爲
を

否
定
す
る
が
、道
義
を
重
ん
じ
る
立
場
か
ら
、他
者
に
自
由
も
戻
し
與
え
る
よ
う
な

良
き
行
爲
は
、
認
め
ら
れ
る
と
す
る
の
だ
ろ
う
。
鄭
玄
は
こ
れ
に
同
意
し
て
折
中

す
る
の
だ
が
、

『穀
梁
』
の
虫
張
を
敢
え

て
曲
解
す
る
點
か
ら
、

む
し
ろ
彼
は
天

子
の
槽
威
を
絶
鍬
的
に
維
持
し
よ
う
と
す
る
読
に
、
反
樹
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
更
に
、
鄭
玄
は
諸
侯
の
越
權
行
爲

を
、
道
義
重
靦
と
い
う
よ
り
現
實
的
に
解

し
て
認
め
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

文
公
五
年
の
經
に
周
王
が
魯
に
使
者

を
や
り
、
文
公
の
租
母

の
葬

儀

の
爲

の

「
含
」
(
死
者

の
口
に
含
ま
せ
る
玉
)
と

「
贖
」
(葬
儀
用
の
車
馬
)
を
膾

っ
た
と

あ
る
。
こ
れ
を

『左
氏
』
は
禮
に
適
う
と
し
、

『公
羊
』

は
異
な
る
二
物
を

一
人

の
使
者
だ
け
で
屆
け
る
の
は
非
禮
た
と
す
る
。
何
休
は
こ
の
點
と
、
奪
者
は
卑
者

に
含
を
膾
ら
な
い
と
い
う
こ
と
と
で
、
『左
氏
』

の
到
斷
を
批
剣
す
る
。

至
奪
で

あ
る
天
子
に
對
し
文
公
の
組
母
は
妾
の
出
な
の
で
あ
る
。
鄭
玄
は
天
子
が
諸
侯
の

夫
人
の
葬
儀
に

「含
」

「
贈
」

を
膾
る
と
す
る
禮
の
読
を
述
べ
て
か
ら
、

「
何
休

日
、
奪
不
含
卑
。
是
違
禮
、
非
經
意
。
其

一
人
兼
歸
二
禮
、
亦
是
爲
譏
」
と
い
う

六
〇

(「箴
膏
肓
」)。

『
左
氏
』

の
剣
斷
は
、

周
王
が
文
公
の
組
母
に

「含
」

「贈
」
を

膾

っ
た
の
を
指
し
て
い
て
正
し
く
、
何
休
の
剣
斷
も
、

一
人
が
二
事
を
兼
ね
行
な

っ
た
點
を
衝
い
て
い
て
正
し
い
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
巧
み
な
折
中
で
あ
る
。
た

だ
、
何
休
は
先
の
例
と
は
違

っ
て
儀
禮
に
關
し
て
は
上
下
の
尊
卑
を
嚴
密
に
考
え

る
の
に
、
鄭
玄
は
や
は
り
上
下
關
係
で
形
式
的
に
律
す
る
の
に
は
同
意
せ
ず
、
贊

成
で
き
る
點
の
み
を
折
中
し
て
い
る
。

衣
に
臣
下
に
關
す
る
例
を
調
べ
た
い
。
「世
卿
」
、

つ
ま
り
世
襲
し
た
卿
大
夫
、

あ
る
い
は
卿
大
夫
の
世
襲
は
、
『
公
羊
』

で
は
嚴
し
く
非
難
さ
れ
る
。

有
能
な
人

材
の
登
用
が
妨
げ
ら
れ
、
又
、
代

々
權
勢
を
握
っ
た
臣
が
國
政
を
左
右
す
る
危
險

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
駁
五
經
異
義
」
に
も

「世
卿

一
を
否
定
す
る
公
羊

・
穀
梁

説
と
、
祿
は
世
襲
し
更
に
賢
才
あ
る
者
は
位
も
繼
ぎ
う
る
と
部
分
的
に
認
め
る
左

氏
説
と
、
こ
の
左
氏
説
を
支
持
す
る
許
愼
の
設
が
見
え
る
が
、鄭
玄
は
許
愼
の
意
見

に
異
論
が
な
か

っ
た
の
か
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
で

『
公
羊
』
が
「
世
卿
」

を
難
じ
た
と
す
る
宣
公

一
〇
年
の
經

の

「齊
崔
氏
出
奔
衞
」
に
つ
い
て
、
『
左
氏
』

は

「書
日
崔
氏
、
非
其
罪
也
」
と
し
、

『
穀
梁
』
は

「
氏
者
、

擧
族
而
出
之
之
辭

也
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
何
休
は
こ
の
い
ず
れ
を
も
批
剣
し
た
ら
し
い
。

『左
氏
』
に
つ
い
て
は

「
公
羊
譏
世
卿

一
と
い
う
何
休
の
言
葉
が
傳
わ
る
だ
け

で
、
こ
れ

へ
の
鄭
玄
の

「箴
膏
肓
」

の
文
は
佚
し
て
い
る
。

『
穀
梁
』

に
對
し
て

は
何
休
は

「氏
者
、
譏
世
卿
也
。
即
稱
氏
爲
擧
族
而
出
、
尹
氏
卒
、
寧
可
復
以
爲

擧
族
死
乎
」
と
い

っ
て
い
る
。

『
穀
梁
』

の
よ
う
に
經
は

一
族
そ
ろ

っ
て
出
奔
し

た
こ
と
を
示
す
、

と
解
す
る
な
ら
、
「
尹
氏
、

卒
す
」
(隱
三
)
と
い
う
經
文

(
こ

れ
も

『公
羊
』
は

「世
卿
」
批
到
と
解
す
)
は
、

一
族
そ
ろ
っ
て
死
ん
だ
こ
と
に

な
る
が
、
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
、

つ
ま
り

「崔
氏
」
と
記
し
た
の
は

「世
卿
」
を

非
難
す
る
も
の
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
鄭
玄
は

「
云
擧
族
死
、

是
何
妖
問
甚
乎
。
擧
族
而
出
之
之
辭
者
、
固
譏
世
卿
也
。
崔
杼
以
世
卿
專
權
、
齊



人
惡
其
族
、
令
出
奔
。
既
不
欲
其
身
反
、
又
不
欲
國
立
其
宗
後
。
故
孔
子
順
而
書

之
日
、
崔
氏
出
奔
衞
。
若
其
擧
族
盡
去
之
爾
」
と
い
う

(「釋
廢
疾
」)。
『穀
梁
』
が

「
族
を
擧
げ
て
之
を
出
だ
す

の
辭
」
と

い
う
の
は

「世
卿
」
を
譏

っ
た
も
の
で
、

崔
杼
が
世
卿

の
立
場
に
依

っ
て
専
横
で
あ

っ
た
の
を
、
國
の
人

々
は
僣
ん
で
一
族

共
に
國
外

へ
逍
放
し
た
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

鍾
文
烝
が

『穀
梁
』

の
こ
の
個
所
に

つ
い
て

「
(穀
梁
)
傳
無
譏
世
卿
義
、

直

謂
擧
族
出
耳
」
(『穀
梁
補
注
』
第

一
六
)
と
い
う
よ
う
に
、
崔
杼
の
出
奔
で
『
穀
梁
』

は

「世
卿
」
を
全
く
問
題
と
し
て
は
い
な
い
。
こ
れ
を
鄭
玄
は
、
當
時
の
毅
梁
説

に
依

っ
た
の
か
意
圖
的
に
解
釋
し
、
何
休
の
意
見
と
折
中
す
る
。
こ
の
限
り
で
は

鄭
玄
は
世
卿
を
非
難
し
た
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
昭
公
二
六
年
の
周
王
室

の
お
家
騒
動
に
關
す
る

『
左
氏
』
の
傳
文

を
取
り
上
げ
た
何
休
の
批
到
の
中
に
、

「大
夫
不
世
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ

の
事
件
で
活
躍
す
る
世
襲
の
卿
を
指
し
て
い

っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

こ
れ
に
對
し

鄭
玄
は

「公
卿
之
世
立
者
、

有
大
功
徳
、

先
王
之
命
有
所
不
絶
者
。

是
大
功
特

命
、
則
得
世
位
也
」
と
い
っ
て
い
る

(「箴
膏
盲
」)。

こ
れ
は
、

「
駁
五
經
異
義
」

②

に
あ
る
左
氏
説

・
許
愼
読
と
同
し
考
え
た
と
解
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
す
る
と
鄭
玄

は
こ
こ
で
は
、
卿
大
夫
は
父
の
祿
は
世
襲
し

(世
祿
)、

特
に
功
績
の
あ

っ
た
者

は
位
も
繼
承
で
き
る
、
と
圭
張
し
た
ら
し
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、

「
世
祿
」

を

認
め
る
の
と
認
め
な
い
の
と
で
は
、
同

一
人
の
説
と
し
て
や

や
不
整
合

で
あ

ろ

う
。何
休
は
昭
公
二
六
年
の
こ
の
件
で
、
直
接
に
は

『左
氏
』
の

「
王
后
無
適
、
則

擇
立
長
。
年
均
、
以
徳
。
徳
均
、
以
ト
。
王
不
立
愛
、
公
卿
無
私
、
古
之
制
也
」

を
問
題
と
す
る
。
そ
し
て

「年
、
均
し
け
れ
ば
、
徳
を
以
て
す
」
を
非
難
し
て
は

「
不
以
賢
者
、
人
状
難
別
、
嫌
有
所
私
、
故
絶
共
怨
墓
、
防
其
覬
覦
」
と
い
い
、

「
人
君
所
賢
、
下
必
從
之
。
焉
能
使
王
不
立
愛
也
」
と
い
っ
て
い
る
。
繼
嗣
に
賢

鄭
玄

「
發
墨
守
」
等
三
篇

の
特
色

才
を
選
ほ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
識
別
が
困
難
な
の
で
不
公
夲
に
な
り
や
す
く
、
怨

み
や
高
望
み
も
起
こ
る
し
、
又
、
君
主
が
賢
だ
と
剣
定
す
れ
ば
、
臣
下
は
君
圭
の

剣
斷
に
隨
從
す
る
も
の
だ
か
ら
、
君
主
の
愛
す
る
者
が
結
局
は
立
て
ら
れ
る
、
と

い
う

の
で
あ
る
。
鄭
玄
は
、
群
臣

の
意
見
を
聽
き
、
大
衆
の
批
剣
も
あ
る
か
ら
、

私
愛
す
る
者
は
立
て
ら
れ
は
し
な

い
、
と
反
論
す
る
が
、
何
休
の
指
摘

の
銑
さ
に

は
及
ぼ
な
い
。
で
は
何
休
は
、

「世
卿
」
を
廢
し
て
も
、

同
樣
の
理
由
で
有
能
が

得
ら
れ
ず
、
佞
巧
が
地
位
を
占
め
る
事
態
の
起
こ
る
の
を
、
豫
想
し
な
い
の
だ
ろ

う
か
。
何
休
の

「
世
卿
」
否
定
に
は
、
公
羊
學
読
を
公
式
的
に
租
述
す
る
面
が
考

え
ら
れ
、
そ
う
し
て
鄭
玄
の

「世
卿
」
に
關
す
る
論
の
不

一
致
も
、
こ
れ
に
類
す

る
、
程
度
の
小
さ
な
も
の
と
、
見
な
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
何
休
は
世

襲
の
臣
下
が
勢
力
を
持

つ
こ
と
で
君
臣
の
秩
序
が
亂
れ
る
の
を
よ
り
重
大
靦
し
、

鄭
玄
は
こ
れ
に

一
面
で
同
意
し
つ
つ
、
他
面
で
臣
下

へ
の
配
慮
を
示
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

襄
公

一
一
年
の

『
左
氏
』
は
、
君
主
か
ら
臣
下
が
鐘

・
磐
な
ど
を
與
え
ら
れ
た

こ
と
を
述
べ
、
こ
れ
で
彼
は
初
め
て
金
屬
製

・
石
製

の
樂
器
に
よ
る
音
樂
を
個
人

で
觀
賞
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、

こ
れ
は
禮
に
適

っ
て
い
る
、
と
い
う
。
こ
れ

に
つ
い
て
何
休
は
緯
書
の
大
夫

・
士
に
音
樂
は
な
い
、
と
い
う
言
葉
を
引
く
。
鄭

玄
は
大
夫

・
士
の
こ
の
種
の
樂
器
の
公
用
に
觸
れ

る

『周
禮
』
な
ど

の
文

に
依

り
、
樂
器
の
こ
と
か
ら
脅
樂
の
目
的
に
論

を
轉
換
し
、
大
夫

・
士

に

「娯
身

之

樂
」

「治
人
之
樂
」
は
あ

っ
て

「祭
祀
之
樂
」
は
な
い
の
で
、
緯
書
は

「祭
祀
之

樂
」
を
い

っ
た
の
だ
、
と
す
る
。

(「箴
膏
肓
」)。

大
夫

・
士
は
鐘

・
磬
な
と
を
、

先
砠
の
祭
り
な
ど
を
除
い
て
は
用
い
て
も
よ
い
、
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
も

鄭
玄
の
折
中
た
が
、
彼
は
何
休

の
臣
下

へ
の
嚴
し
い
見
方
を
巧
み
に
限
定
し
て
、

臣
下
の
立
場
を
配
慮
す
る
自
分

の
考
え
に
合
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

「發
墨
守
」

等
三
篇
で
鄭
玄
が
何
休
の
説
を
何
ら
か
の
形
で
組
み

亠2
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込
ん
て
解
釋
を
し
て
い
る
例
を
調

べ
た
。
何
休
は
君
臣
關
係
を
中
心
と
す
る
上
下

の
秩
序
が
、
實
質
的
に
も
、
儀
禮
上
で
も
亂
さ
れ
る
こ
と
に
強
く
反
對

し
な
が

ら
、
道
義
上
の
事
柄
で
は
上
下
の
立
場

に
固
執
し
な
い
考
え
も
示
し
て
い
た
。
こ

の
何
休
の
説
に
鄭
玄
は
ほ
ほ
同
意
し
な
が
ら
、
し
か
し
あ
く
ま
で
も
自
分
の
考
え

に
立

っ
て
、
何
休
誂
を
折
中
し
て
い
た
。
鄭
玄
は
、
上
下
關
係
を
事
柄
の
内
容
に

か
か
わ
り
な
く
嚴
格
に
規
定
す
る
考
え
に
は
反
樹
ら
し
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を

現
實
的
に
考
慮
し
よ
う
と
す
る
よ
う
た

っ
た
。
彼
は
や
や
臣
下
の
立
場

へ
の
配
慮

(

を
強
く
示
す
よ
う
で
あ

っ
た
。

二

「
發
墨
守
」
等
三
篇
に
は
、
鄭
玄
が
何
休
の
読
に
反
樹
し
て
い
る
例
も
少
な
く

な
い
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
に
つ
い
て
調
べ
た
い
。

初
め
に
君
圭
に
關
す
る
例
を
見
る
と
、
僖
公
二
二
年
、
宋
と
楚
が
泓
で
戰
い
、

宋
は
敗
績
し
た
。
宋
の
襄
公
は
、
楚
軍
が
陳
立
て
を
整
え
る
ま
で
待

っ
た
上
て
攻

撃
を
始
め
、
楚
軍
に
破
ら
れ
て
、
自
分
も
戰
傷
が
も
と
で
翌
年

死
ん

で
い
る
。

「
宋
襄
の
仁
」
と
稱
さ
れ
る
出
來
事
そ

あ
る
。

『
春
秋
』

三
傳
て

『
公
羊
』
だ
け

が
襄
公
を
稱
贊
し
、
他
は
非
難
す
る
。

た
か
ら
何
休
は

『左
氏
』

『
穀
梁
』
の
評

價
を
問
題
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

『左
氏
』
は
敗
戰
後
に
宋

の
下
臣

(子
魚
)

が
襄
公
を
評
し
た
言
葉
、

「
君
未

知
戰
」
て
始
ま
る
も
の
を
載
せ
て
い
る
。

こ
れ
を
何
休
は
取
り
上
げ
、

「左
氏
以

其
不
用
子
魚
之
計
、
至
於
軍
敗
身
傷
、

所
以
責
襄
公
也
。
而
公
羊
善
之
、
云
雖
文

王
之
戰
、
亦
不
是
過
」
と
い
う
。
郷
玄

は
こ
れ
に
羇
し

「
刺
襄

公
不
度

徳
不
量

力
。
考
異
郵
云
、
襄
公
大
辱
師
敗
於
泓
、
徒
信
不
知
櫨
譎
之
謀
、
不
足
以
交
鄰
國

定
遠
彊
也
。
此
是
譏
師
敗
也
。
公
羊
不
譏
、
違
考
異
郵
矣
」
と
い

っ
て
い
る

(「箴

膏
盲
」)。

襄
公
を
批
到
し
た
緯
書
の
文
を
用
い
て
、
鄭
玄
は
何
休
に
反
論
す
る
の

六
二

て
あ
る
。
『穀
梁
』
に
は
、
裏
公
の

「
不
鼓
不
成
列
、

須
其
成
列
、

而
後
撃
之
」

と
い
う
言
に
續
い
て

「
則
衆
敗
而
身
傷
焉
」
と
あ
り
、

こ
れ
を
何
休
は
問
題
と
し

て

「即
宋
公
身
傷
、
當
言
公
、
不
當
言
師
。
成
十
六
年
、
楚
子
敗
績
、
是
也
。
又

成
十
六
年
簿
日
、
不
言
師
、
君
重
于
師
也
。
郎
成
十
六
年

是
、

一
一十

二
年

虚
言

也
。
郎
二
十
二
年
是
、
十
六
年
非
也
」
と
い
う
。

『
公
羊
』

は
他

の
二
傳
と
違

っ

て
襄
公
の
戰
傷
を
い
わ
な
い
が
、
成
公

一
六
年
の
經
の

「楚
子
鄭
師
敗
績
」
で
は

『公
羊
』
も
楚
君
が
矢
傷
を
員

っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
だ
か
ら
僖
公
二
二
年

む

ゆ

の

「宋
師
敗
績
」
と
成
公

一
六
年
の

「楚
子
」
の
、
經
の
文
字
の
違
い
を
何
休
は

と
ら
え
、
強
引
に
襄
公

の
負
傷
の
記
述
を
批
剣
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
樹
し
鄭

玄
は

「傳
説
楚
子
敗
績
、
日
四
體
偏
斷
、
此
則
目
也
。
此
言
君
之
目
與
手
足
有
破
斷

者
、
乃
爲
敗
矣
。
今
宋
襄
公
身
傷
耳
、
非
四
體
偏
斷
、
又
非
傷
目
、
尚
持
鼓
軍
事

無
所
害
、
而
師
獪
敗
。
故
依
常
例
稱
師
、
不
言
宋
公
敗
績
也
。
傳
所
以
言
則
衆
敗

身
傷
焉
者
、
疾
其
信
而
不
道
以
取
大
辱
」
と
い
う

(「釋
廢
疾
」)
。
楚
君
の
場
合
は

目
を
傷

つ
け
ら
れ
た
の
に
、

襄
公
の
傷

(『
左
氏
』
に
よ
れ
ば
股
の
員
傷
)
は
軍

の
指
揮
の
逐
行
が
可
能
な
も
の
で
、
た
か
ら

『
穀
梁
』
は
、
襄
公
の
道
義
の
誤

っ

た
重
覗
に
よ
る
大
失
敗
を
、
非
難
す
る
の
だ
、
と
い
う
の
て
あ
る
。

更
に
翌
年
の
經
に
襄
公
が
卒
し
た
と
だ
け
記
さ
れ
る
の
に
つ
い
て
、

『穀

梁
』

は
解
説
の
中
て

「
不
葬
何
也
。
失
民
也
。
其
失
民
何
也
。
以
其
不
激
民
戰
、
則
是

棄
其
師
也
」
と
い
う
。
葬
儀
を
記
録
し
な
い
こ
と
に
襄
公

へ
の
批
剣
を
讀
み
取
る

の
だ
が
、
何
休
は
こ
れ
を

「所
謂
数
民
戰
者
、
習
之
也
。
春
秋
貴
偏
戰
、
而
悪
詐

戰
。
宋
襄
公
所
以
敗
于
泓
者
、
守
禮
偏
戰
也
。
非
不
數
其
民
也
。
孔
子
日
、
君
子

去
仁
、
惡
乎
成
名
。
造
次
必
於
是
、
顛
沛
必
於
是
。
未
有
守
正
以
敗
而
惡
之
也
。

公
羊
以
爲
不
書
葬
、
爲
襄
公
諱
背
殯
出
會
、
所
以
美
其
有
承
齊

桓
奪

周
室

之
美

志
」
と
反
論
す
る
。
襄
公
の
他
の
行
爲
を
緯
ん
で

「葬

一
と
書
か
な
い
の
で
あ

っ

て
、
そ
れ
程
に
襄
公
は
優
れ
て
い
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
鄭
玄
は
こ
れ
に
對
し



「教
民
習
戰
而
不
用
、
是
亦
不
歡
也
、
詐
戰
、
謂
不
期
也
。
既
期
矣
、
當
觀
敵
爲

策
、
倍
則
攻
、
敵
則
戰
、
少
則
守
。
今
宋
襄
公
于
泓
之
戰
違
之
、
又
不
用
其
臣
之

謀
而
敗
。
故
徒
善
、
不
用
賢
良
、
不
足
以
興
覇
王
之
功
。

徒
信
、
不

知
櫨
譎
之

謀
、
不
足
以
交
鄰
國
會
遠
彊
。
故
易
譏
鼎
折
足
、
詩
刺
不
用
良
。
此
設
善
也
」
と

い
う

(「釋
廢
疾
」)
。
「
箴
膏
盲
」
と
同

し
く

『考

異
郵
』

の
文

(「徒

善
」
か
ら

「用
良
」
ま
で
)
を
用
い
て
何
休
の
考

え
を
嚴
し
く
批
剣
す
る
の
で
あ
る
。

宋
の
襄
公
の
行
爲
を
通
じ
て
、
何
休
は
國
體
よ
り
道
義
を
重
ん
ず
べ
き
を
読
い

た
。
理
想
主
義
的
な
考
え
方
を
す
る
の
て
あ
る
。
し
か
し
鄭
玄
は
、
君
圭
と
し
て

は
國
體
の
方
を
優
先
さ
せ
る
の
が
當
然
だ
と
し
た
。
彼
は
現
實
的
に
考
え
る
の
で

あ
る
。
そ
の
上
、
臣
下
の
効
用
を
も
指
摘
す
る
よ
う
で
あ
る
。

桓
公
九
年

の
經
に
曹
君
が
後
繼
ぎ
を
魯
に
來
朝
さ
せ
た
と
あ
り
、

『
左
氏
』

は

こ
れ
を

「曹
太
子
來
朝
。
賓
之
上
卿
、
禮
也
」
と
し
て
肯
定
す
る
。
し
か
し

『
公

羊
』
は
曹
君
が
老
い
た
か
ら
と
い
っ
て
世
繼
ぎ
が
替

っ
て
政
治
を
行
な
う
の
は
譏

ら
れ
る
と
す
る
の
で

(『穀
梁
』
も
こ
れ
に
近
い
)
、
何
休
は
こ
れ
に
依

っ
て

「
左

氏
以
人
子
安
處
父
位
、
尤
非
衰
世
救
失
之
宜
、
於
義
左
氏
爲
短
」
と
非
難
す
る
。
こ

れ
に
樹
し
鄭
玄
は

「
必
如
所
言
、
父
有
老
耄
罷
病
、
孰
當
理
其
政
預
王
事
也
」
と

反
論
す
る

(「箴
膏
肓
」
)。

何
休
が
君
圭
と
な
る
べ
き
者
と
し
て
の
責
務
よ
り
子
と

し
て
の
立
場
を
重
ん
じ
る
の
に
對
【し
、

鄭
玄
は
、
君
主
の
座
に
ま
だ
な
く
て
も
代

行
者
と
し
て
の
職
務
の
途
行
は
當
然
だ
と
す
る
の
て
あ
る
。

文
公
元
年
の
經
に
魯

の
臣
が
齊
を
訪

問
し
た
と
あ
る
。
こ
れ
を

『
左
氏
』
だ
け

が
解
設
し
、
そ
の
中
で

「穆
伯
如
齊
始
聘
焉
、
禮
也
」
と
い
う
。
こ
れ
を
何
休
は

問
題
と
し

「
三
年
之
喪
、
使
卿
出
聘
。
於
義
左
氏
爲
短
」
と
い
う
。
先
君
の
喪
中

な
の
に
大
臣
に
他
國
を
訪
問
さ
せ
る
の
は
、
禮
に
適
う
行
爲
な
ど
で
は
な
い
、
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
鄭
玄
は

「周
禮
、
諸
侯
邦
交
、
歳
相
問
、
殷
相
聘
、
世

相
朝
。
左
氏
合
古
禮
、
何
以
難
之
」

と
反
駁
す
る

(「箴
膏
盲
」)
。

『周
禮
』

の
内

鄭

玄

「
發
墨
守
」
等

三
篇

の
特

色

容
を

「
古
禮
」
と
斷
し
て
、
こ
れ
で
喪
中
で
の
外
交
の
行
爲
を
肯
定
す
る
の
で
あ

る
。
何
休
は
子
と
し
て
親
の
喪
に
服
す
る
と
い
う
道
義
上
の
事
柄
を
第

一
と
す
る

の
に
、
鄭
玄
は
そ
れ
よ
り
君
圭
と
し
て
の
政
務
を
重
靦
す
る
の
で
あ
る
。

次
に
臣
下
に
つ
い
て
の
例
を
見
て
み
た
い
。
宣
公
二
年
、
宋
と
鄭
が
戰

っ
た
。

戰
場
で
宋

の
狂
狡
は
鄭
人
と
戰
お
う
と
し
た
ら
、
鄭
人
は
井
戸
に
落
ち
た
。
そ
こ

で
狂
狡
は
戟
の
柄
の
方
を
差
し
入
れ
て
引
き
上
げ
て
や
る
と
、
相
手
は
そ
の
戟
を

奪

っ
て
狂
狡
を
と
り
こ
に
し
て
し
ま
っ
た
。

『
左
氏
』

は
以
上
の
よ
う
に
述
べ
た

後
、
「失
禮
違
命
、
宜
其
爲
禽
也
」

と
評
す
る
。

と
り
こ
に
な
る
の
は
當
然
だ
と

い
う
の
て
あ
る
。
何
休
は

「狂
狡
近
於
古
道
」
と
狂
狡
を
評
價
す
る
こ
と
で

『左

氏
』
を
批
剣
す
る
。
こ
れ
を
鄭
玄
は

「狂
狡
臨
敵
拘
於
小
仁
、
忘
在
軍
之
禮
。
譏

之
、
義
合
於
讖
」
と
反
論
す
る

(「箴
膏
盲
」)。

こ
の
例
は

「
宋
襄
の
仁
」

の
場
合

と
同
樣
で
、
何
休
と
鄭
玄
の
評
價
も
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
鄭
玄
は
戰
場
で
敵
を

助
け
る
の
を

「
小
仁
」
と
極
め
つ
け
る
の
で
あ
る
。
爾
、
彼
が

「
讖
」
と
い
う
の

は
、
や
は
り

『考
異
郵
』
ら
し
い
。

『左
氏
』
に
よ
る
と
、
衞

の
獻
公
は
君
主
と
し
て
放
縱
な
ふ
る
ま
い
の
故
に
衞

を
追
わ
れ
、
替

っ
て
先
々
代
の
孫
の

一
人
が
衞
君
に
立
て
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら

一

二
年
後
、
獻
公
の
追
放
に
加
擔
し
た
大
夫
の
子
で
あ
る
寧
喜
は
、
父
と
は
逆
に
獻

公
の
復
歸
に
盡
力
し
、
時

の
衞
君
を
殺
し
て
獻
公
を
迎
え
入
れ
た
。
翌
年
、
蜜
工
骨

が
專
横
だ

っ
た
の
で
、
獻
公
は
彼
を
殺
す
。
獻
公
が
國
外
に
追
放

さ
れ

て
い
た

間
、
行
動
を
共
に
し
、
そ
の
歸
國
に
も
寧
喜
と
相
談
し
て
大
い
に
貢
獻
し
た
獻
公

の
弟
專
は
、
身

の
危
險
を
感
じ
て
晉

へ
出
奔
す
る
。
魯
の
僖
公
二
七
年

の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
專

の
出
奔
を

『
穀
梁
』
は

「專
之
去
、
合
乎
春
秋
」
と
是
認
す
る
。

『公
羊
』
は
事
實
を
述
べ
る
だ
け
て
特
に
は
評
價
を
下
さ
な
い
が
、
何
休
は

「
寧

喜
本
弑
君
之
家
、
獻
公
過
而
殺
之
、
小
員
也
。
專
以
君
之
小
員
自
絶
、
非

大
義

也
。
何
以
合
乎
春
秋
」
と

『穀
梁
』
を
批
剣
す
る
。
獻
公
が
寧
喜

を
殺

し
た

の

六
三
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は
、
少
し
ば
か
り
恩
に
そ
む
い
た
行
爲
た
が
、
こ
れ
を
理
由
に
專
が
君
臣
の
關
係

を

一
方
的
に
斷
絶
す
る
の
は
、
臣
と
し
て
の
大
義
に
も
と
る
、

と

い
う

の
で
あ

る
。

こ
れ
に
對
し
鄭
玄
は

「寧
喜
雕
弑
君
之
家
、
本
專
與
約
納
獻
公
爾
。
公
由
喜

得
入
、
巳
與
喜
以
君
臣
從
事
矣
。
春
秋
撥
亂
重
盟
約
。
今
獻
公
背
之
而
殺
忠
於
己

者
、
是
獻
公
悪
而
難
親
也
。
獻
公
既
惡
而
難
親
、
專
又
與
喜
爲
黨
、
懼
隅
將
及
。

君
子
見
幾
而
作
、
不
俟
絡
日
。
微
子
去
殷
、
孔
子
以
爲
三
仁
。
專
之
去
衞
、
其
心

若
此
。
合
乎
春
秋
、
不
亦
宜
乎
」
と
い
う

(「釋
廢
疾
」)
。
獻
公
は
約
に
背
い
て
自

分
に
忠
實
て
あ

っ
た
者
を
殺
す
よ
う
な
、
親
頼
し
難
い
暗
君
た
か
ら
、
生
命
の
危

險
を
感
じ
た
專
の
出
奔
は
當
然
た
し
、
專
が
衞
を
去
る
時
の
心
境
は
、
孔
子
が
殷

の
三
仁
の

一
人
に
數
え
た
微
子
の
殷
を
去
る
時

の
そ
れ
と
同
樣
た
と
し
て
、
專
の

行
動
を
高
く
評
價
し
て
い
る
。
鄭
玄
は
事
柄
に
よ

っ
て
は
臣
下
の
方
か
ら
君
臣
關

係
を
破
棄
て
き
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

最
後
に
民
に
關
す
る
例
が
あ
る
の
で
調
べ
よ
う
。
隱
公
の
五
年
、
宋
の
軍
が
長

葛
を
包
圍
し
た

(
一
年
後
に
は
長
葛
は
陷
落
す

る
)。

こ
れ

に

つ
い
て

の

『穀

梁
』
の
傳
文
に

「苞
人
民
毆
牛
馬
、
日
侵
。
斬
樹
木
壞
宮
室
、
日
伐
」
と
あ
る
。

人
や
民
や
家
畜
を
支
配
下
に
置
く

「
侵
」
よ
り
、
樹
木
や
家
屋
を
破
壌
す
る
「
伐
」

を
重
大
靦
す
る
ら
し
い
。
こ
れ
を
何
休
は
批
剣
し

「
廐
焚
。
孔
子
日
、
傷
人
乎
。

不
問
馬
。
今
覈
梁
以
苞
人
民
爲
輕
、
斬
樹
木
壌
宮
室
爲
重
。
是
理
道
之
不
逋
也
」

と
い
う
。
孔
子
が
家
畜
を
無
軛
し
て
人
の
こ
と
を
心
配
し
た
の
に
較
べ
、
『穀
梁
』

は
人
や
民
よ
り
樹
木
や
家
屋
を
重
靦
し

て
お
り
、
理
に
合
わ
な
い
、
と
い
う
の
て

あ
る
。
こ
れ
に
饗
し
鄭
玄
は

「苞
人
民
毆
牛
馬
、
兵
去
、
則
可
以
歸
還
。
其
爲
壞

宮
室
斬
樹
木
、
則
樹
木
斷
不
復
生
、
宮
室
壊
不
自

成
、
其
毒
害

更
重
也
」
と
い

う

(「釋
廢
疾
」)。

人
や
民
と
か
牛
馬
は
敵
軍
が
去
れ
ば
元
に
戻
り
う
る
が
、
樹
木

や
家
屋
は
破
壊
さ
れ
れ
ば
そ
れ
自
體
て
は
復
原
で
き
な
い
の
て
、
樹
木
等
の
破
壊

の
方
か
、
被
筈
と
し
て
は
大
き
い
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

六
四

何
休
の
人
間

へ
の
配
慮
が
た
と
え
觀
念
的
な
も
の
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
彼
は

や
は
り
敵
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
人
間
に
加
え
ら
れ
る
危
害
を
、
豫
想
し
た
に
違

い
な
い
。
た
だ
、
あ
る
い
は
當
時
、
樹
木
や
家
屋
の
被
害
は
經
濟
的
に
も
安
全
の

上
か
ら
も
よ
り
切
實
な
問
題
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
し
て
も
、
民
よ
り
家

屋
等
を
重
ん
じ
る
統
治
者
的
な
意
識
が
、
鄭
玄
に
は
よ
り
強
く
感
じ
ら
れ
る
と
い

わ
ざ
る
を
え
ま
い
。

す
な
わ
ち
、鄭
玄
は
「
發
墨
守
」
等
三
篇
で
、何
休
が
國
君
と
し
て
の
責
務
よ
り
道

義
や
父
子
關
係
を
重
硯
し
た
り
、
同
樣
に
臣
下
と
し
て
義
務
よ
り
道
義
を
優
先
さ

せ
る
の
に
、
鄭
玄
は
反
野
し
て
い
た
。
何
休
が
道
義
や
理
念
に
忠
實
す
ぎ
る
の
に
、

鄭
玄
は
君
圭
・臣
下
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
實
務
的
に
考
慮
し
て
、勢
立
す
る
の
で

あ
る
。
鄭
玄
は
現
實
的
な
考
え
方
を
重
ん
じ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
鄭
玄

の
こ
の
考
え
方
は
、
臣
下
が
自
分

の
生
存
の
爲
に
君
主
の
許
を
去
り
う
る
と
も
し

た
が
、
反
面
、
民
の
生
命
よ
り
物
の
損
傷
を
重
大
硯
す
る
結
果
に
も
な
っ
て
い
た
。

「
發
墨
守
」
等
三
篇
で
鄭
玄
が
何
休
の
説
を
、
肯
定
し
て
い
る
も
の
と
否
定
し

て
い
る
も
の
と
に
つ
い
て
調
べ
た
。
も
と
も
と
こ
の
三
篇
に
は
、
何
休
の
單
な
る

『
左
氏
』

『
穀
梁
』

の
批
剣
と
解
せ
る
も
の
や
、
鄭
玄
の
た
た
の
辯
護
に
過
ぎ
な

い
と
思
え
る
論
議
も
、
か
な
り
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
を
除
い
て
見
れ
ば
、

こ
れ

迄
に
調
べ
た
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
、
特

に
鄭
玄
の
場
合
、
あ
く
ま
で
も
自
己
の
一

つ
の
立
場

・
考
え
方
か
ら
の
論
の
展
開
が
あ

っ
た
、
と
い
え
よ
う
。
成
公
六
年

の

經

の

「立
武
宮
」
に
關
す
る
例
て
も
、
三
傳
が
い
ず
れ
も
こ
れ
を
難
じ
る
の
に
、

鄭

玄

は
是
認
す
る
意
見
を
出
し
て
も
い
る
の
で
あ
る

(「發
墨
守
」)
。

そ
し
て
彼

は
三
篇
て
何
休
の
親
に
同
意
し
て
こ
れ
を
折
中
す
る
際
も
、
自
分
の
考
え
に
合
う

か
合
わ
せ
う
る
點
に
つ
い
て
た
け
て
あ

っ
て
、
爲
に
同
意
し
な
が
ら
そ
の
意
圖
が

何
休
と
異
な
る
ら
し
い
場
合
も
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
全
體
的
に
は
、
何
休
は
依
據

す
る
『公
羊
』
に
現
實
的

・
爰
協
的
な
考
え
方
も
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
た
す



ら
道
義
的

・
理
念
的
で
あ
る
よ
う
で
、

い
わ
ば

一
貫
し
て
理
想
主
義
的
な
姿
勢
を

と
る
と
解
さ
れ
た
。
こ
れ
に
饗
し
鄭
玄

は
、
あ
く
ま
で
も
儒
家
的
思
考
の
枠
内
で

だ
が
、
ほ
ぼ
、
實
務
を
重
ん
じ
る
現
實
的
な
考
え
方
を
示
し
て
い
た
。
彼
は
父
子

關
係

・
君
臣
關
係
を
も
よ
り
現
實
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
ら
し
い
。
上
下
の
各

々
の
立
場
を
配
慮
し
て
、
臣
下
が
君
主
を
見
限
る
の
を
肯
定
し
た
が
、
同
時
に
、

統
治
す
る
立
場
か
ら
民
を
見

て
も
い
た
。
又
、
鄭
玄
は
、
君
主
の
下
に
他
を

一
律

に
規
定
す
る
考
え
に
も
同
意
し
な
か

っ
た
。
つ
ま
り
鄭
玄
は
、
君
主
・臣
下
の
そ
れ

ぞ
れ
が
、
道
義
的
な
動
機
か
ら
と
い
う
よ
り
現
實
的
な
結
果
を
求
め
て
行
動
し
、

各

々
の
そ
の
實
務
的
な
行
動
が
、
上
下

の
秩
序
を
維
持
し
、
國
の
安
泰
を
保

つ
よ

う
な
あ
り
方
を
、
評
價
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
道
義
や
理
念
は
そ
の
よ

う
な
あ
り
さ
ま
を
支
え
る
も
の
と
見
な
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん

鄭
玄
は
儒
家
と
し
て
道
義
や
理
念
を
重
硯
す
る
が
、
そ
の
偏
重
が
、
現
實
や
實
際

を
亂
す
よ
う
な
事
態
に
、
反
對
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
道
義
理
念
を
至
上
覗
す
る

考
え
方
で
は
治
世
は
得
難
い
、

と
見

た
の
で
あ
ろ
う
。
「發
墨
守
」

等
の
特
色
は

以
上
の
よ
う
に
要
約
で
き
よ
う
。

三

鄭
玄
の
本
傳

(『後
漢
書
』
列
傳
二
五
)
に
は
、
彼
が

「發
墨
守
」
等
三
篇
を
著
す

と
、
何
休
が
そ
れ
を
見
て
嘆
息
し
た
と
あ
る
。
何
休
が

「
公
羊
墨
守
」
等

の
三
篇

を
記
し
た
の
は
彼
が
黨
錮
に
坐
し
た

一
六
八
年

(靈
帝
建
寧

一
)
か

ら
解

禁
さ
れ

圖

る

一
七
九
年

(靈
帝
光
和

二
)
迄

の
間

の
、
比
較
的
初
期
ら
し
い
。
鄭
玄
の

「
發

墨
守
」
等
三
篇
は
、

何
休

の
三
篇
が
完
成
し
て
何
休
が
沒
す
る

一
八
二
年

(光
和

五
)
迄
の
間
、

つ
ま
り
鄭
玄
が
四
二
歳

か
ら
五
六
歳
に
至
る
時
期
に
書
か
れ
た
こ

と
に
な
る
。
七
四
歳
迄
生
き
た
鄭
玄
に
と

っ
て
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
壯
年
期
の
作

で
あ
る
。
そ
の
上
、

こ
の
時
期
は
彼
も

や
は
り
黨
錮
の
列
に
蓮
な
り
蟄
居
さ
せ
ら

鄭
玄

「
發
墨
守
」

等
三
篇

の
特
色

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

黨
錮
は

一
六
六
年

(桓
帝
延
喜
九
)
か
ら

一
八
四
年

(靈
帝
中
夲

一
)
に
か
け
て

の
事
件
で
、
宦
官
と
そ
の

一
派
に
、
黨
人
と
呼
ば
れ
た
多
數
の
知
識
人
が
、
あ
る

い
は
處
刑
さ
れ
、
あ
る
い
は
禁
錮
さ
せ
ら
れ
、
そ
れ
が

一
族
の
者
に
及
ぶ
こ
と
も

あ

っ
た
。
政
治
權
力
を
手
中
に
し
て
、
中
央
の
み
な
ら
ず
地
方
に
お
い
て
も
椹
勢

を
伸
張
さ
せ
よ
う
と
す
る
宦
官
と
こ
れ
に
結
託
す
る
勢
力
に
、
儒
家
的
數
養
を
備

え
た
當
時
の
知
識
人
の
多
く
が
、
朝
廷
に
お
け
る
天
子
の
統
治
權
と
郷
村
で
の
共

同
體
の
秩
序
を
守
る
爲
に
抵
抗
し
、
そ
し
て
破
れ
た
も
の
で
、
後
漢
王
朝
崩
壞
の

一
因
と
な

っ
た
事
件
と
見
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
黨
錮
事
件
に
つ
い
て
は
、
史
學

の
分
野
で
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
ら
を
參
考
に
す
る
と
、
彈
壓
さ
れ
た
黨
人
派

の
知
識
人
逹
は
、
純
粹

に
儒
家
的
理
念
に
立

っ
て
、
政
治
を
左
右
し
瓧
會
を
亂
す
宦
官
勢

力
を
攻
撃

し

た
、
と
ば
か
り
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
黨
人
派
の
知
識
人
逹
も
、
中
央
で

は
、
皇
帝
構
を
形
骸
化
し
て
政
治
を
私
物
化
す
る
點
で
は
宦
官
と
同
質
の
外
戚
、

後
漢
初
期
か
ら
内
朝
で
政
椹
掌
握
を
め
ぐ

っ
て
宦
官
勢
力
と
熾
烈
な
崢
い
を
續
け

に

て
い
た
そ
の
外
戚
勢
力
と
、
關
連
を
持

つ
素
地
を
有
し
て
い
た
ら
し
い
。
更
に
地

方
で
は
、
郷
村
肚
會
で
複
數
の
豪
族
が
存
在
す
る
時
、

一
方
が
宦
官
派
と
手
を
組

ん
で
勢
力
擴
大
で
優
位
に
立

つ
と
、
他
方

の
豪
族
は
こ
れ
に
對
抗
す
る
爲
、
黨
人

樹

側
と
結
ん
だ
、
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
黨
人
派
の
知
識
人
も
、
儒
家
の
歡
読

に
立
脆
し
な
が
ら
、
自
ら
も
官
僚
と
し
て
の
途
を
求
め
て
い
て
、
宦
官
派
以
外
の
、

し
か
し
こ
れ
に
類
す
る
勢
力
、
彼
等
が
當
然
批
到

の
野
象
と
す
べ
き
勢
力
と
、
連

な
る
面
が
考
え
ら
れ
る
存
在
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
黨
人
派㈲

を
批
剣
す
る
ら
し
い
一
部
の
逸
民
的
な
知
識
人

の
存
在
も
、
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
最
近
は
、
後
漢
前
期
に
は
儒
家
的
教
養

の
あ
る
地
方
豪
族
出
身
者
が
官
吏

に
登
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
朝
廷
と
豪
族
が
相
い
補
う
關
係
に
あ

っ
た
が
、
和
帝
期

六
五
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頃
か
ら
こ
の
調
和
が
亂
れ
、
中
央
で
も
地
方
で
も
、
外
戚
さ
も
な
く
ば
宦
官

の
勢

力
が
横
暴
を
極
め
、
後
漢
王
朝
の
危
…機
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
、
前
期

の
よ
う
な

安
定
し
た
統
治
状
態
を
儒
家
の
理
念
と

し
て
掲
げ
た
の
が
、
黨
人
派
の
知
識
人
で

㈲

は
な
か
ろ
う
か
、
と
す
る
説
が
出
さ
れ

て
い
る
。

確
か
に
、
後
漢
後
期
の
知
識
人
の
眼

に
は
、
劉
氏
王
朝
の
支
配
が
順
調
で
罕
安

が

一
應
保
た
れ
て
い
た
、
後
漢

の
最
盛
期
と
さ
れ
る
明
帝

・
章
帝
期
が
、
望
ま
し

い
國
家
の
姿
と
し
て
映

っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
儒
家

の
理
想
的

な
國
の
あ
り
方
と
は
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
ろ
う
が
、
現
實
的
に
實
現
可
能
な
も
の

に
は
見
え
た
ろ
う
。
熹
夲
五
年

(
一
七
六
)、

黨
人
の
門
下
生
や
五
屬
の
冤
官

・
禁

錮
の
詔
が
出
さ
れ
た
こ
の
年
に
、
靈
帝

の
私
行
や
授
爵
の
亂
れ
を
責
め
る
司
徒

の

楊
賜
は
、
そ
の
上
奏
文
の
中
で

「陛
下
不
顧
二
組
之
勤
止
、
追
慕
五
宗
之
美
蹤
、

而
欲
以
望
太
罕
、
是
由
曲
表
而
欲
直
景
、

郤
行
而
求
及
前
人
也
」

(『後
漢
書
』
列

傳
四
四
)
と
い
っ
て
い
る
。
「
二
租
」
は
高
租
と
光
武
、
「
五
宗
」
は
前
漢

の
文

・
武

.
宣
帝
と
後
漢
の
明

・
章
帝
で
あ
る
。
黨
錮
の
最
中
、
「太
罕
」
と
結
び
つ
け
ら
れ

る
治
世
と
し
て
、
後
漢
で
は
明
帝

・
章
帝
期
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
隱
居
し
て
門
徒
に
教
投
し
て
い
た
の
を
召
さ
れ
て
官
に
つ
き
、
「後

坐

辟
黨
人

菟
」
(同
)
、

黨
人
と
の
か
か
わ
り
で

一
時
は
冤
官
も
さ
れ
る
楊
賜
の
言
は
、
注
目

し
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
尚
、
當
時
、
非
黨
人
派
の
儒
家
的
知
識
人
で
、
出
仕

'
し
て
い
る
者
も
少
な
く
な
い
の
で
、
そ

の
思
想
の
檢
討
も

一
つ
の
課

題

で
あ

ろ

う
。前
漢
王
朝
と
違

っ
て
後
漢
王
朝
は
、
創
立
自
體
が
地
方
豪
族
の
支
援
と
協
力
の

上
に
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
豪
族
の
中

か
ら
外
戚
が
現
れ
る
が
、
そ
れ
は
當

の
豪

族
に
有
利
で
あ
る
と
共
に
、
後
漢
王
朝

に
と

っ
て
も
有
用
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。
だ

ら
皇
帝
は
外
戚
を
評
價
し
、
外
戚
も
自
己
の
領
域
を
守

っ
て
、
兩
者
の
間

に
婪
協

が
成
立
し
て
い
る
限
り
、
國
内
の
統
治
は
保
た
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の

六
六

時
、
中
小
も
含
め
た
他
の
豪
族
も
、

一
般
農
民
も
、
そ
れ
な
り
に

一
應

の
滿
足
を

得
て
中
央
の
政
府
を
支
持
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
の
が
明
章
期

の
後
漢
帝
國
の
大
體
の
あ
り
さ
ま
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し

て
黨

人
派
知
識

人

も
、
當
時
の
嚴
し
い
状
況
の
中
で
儒
家

の
理
想
を
追
う
よ
り
現
實
的
な
考
え
方
を

せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
ろ
う
か
ら
、
や
は
り
外
戚
と
こ
れ
に
蓮
な
る
豪
族
を
中
間

勢
力
と
し
て
用
い
て
、
中
央
の
朝
廷
内
及
び
地
方
の
郷
村
肚

會

の
秩
序

を
維
持

し
、
皇
帝
の
統
治
と
國
内
の
安
泰
が
保
た
れ
る
よ
う
な
國
の
姿
を
、
考
え
て
い
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
綿
密
な
考
證
が
必
要
だ
し
、

又
、
黨
人
派
の
中
に
も
種

々
な
考
え
方
が
當
然
あ
る
に
違

い
な

い
が
、

こ
こ
で

は
、
彼
等
の

一
つ
の
傾
向
と
し
て
、
明
章
期
を
念
頭
に
置
い
て
そ
の
よ
う
な
國
家

像
を
描
く
こ
と
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
見
て
お
き
た
い
。

史
學

の
研
究
で
は
、
そ
の
他
、
黨
人
派
の
反
宦
官
の
言
観
に
お
け
る
價
値
規
準

が
、
本
來
の
儒
家
の
教
義
か
ら
離
れ
て
名
目
化
し
外
在
化
し
て
い
る
の
を
、
見
拔

㈲

い
て
い
た
ら
し
い

一
部
の
逸
民
的
な
知
識
人
の
指
摘
も
あ

っ
た
。
彼
等
は
純
粹
に

儒
家
の
理
念
を
掲
げ
て
禮
教
の
世
界
に
忠
實

に
生
き
た
ら
し
い
。
と
す
る
と
、
彼

等
に
こ
そ
黨
錮
の
頃
の
屓
の
儒
家
の
姿
を
見
う
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
檢
討
す
べ
き
點
が
多
く
殘

っ
て
い
よ
う
。
逸
民
的
で
あ
る
そ
の
あ
り
方
か
ら

し
て
、
道
家
思
想
と
の
關
係
も
調
べ
る
餘
地
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、
そ
の
逸
民
的
な

働

あ
り
さ
ま
も

一
樣
で
は
な
い
よ
う
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
黨
錮
が
始
ま

っ
た
頃
、

つ
ま
り
桓
靈
の
際
に
沒
し
た
ら
し
い
王
符

と
、
靈
帝
期
に
入

っ
て
數
年
の
内
に
沒
し
た
ら
し
い
崔
寔
の
、
主
張
が
類
似
し
た

二
人
の
思
想
家
が
い
る
。
彼
等
は
黨
錮
以
後

の
人
物
で
あ
る
仲
長
統
と
共
に
、
法

家
的
色
彩

の
強
い
儒
家
だ
と
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
崔
寔

・
王
符
に
見
ら
れ
る

圓

黨
錮
直
前

の
一
つ
の
思
想
傾
向
を
、
既
發
表

の
研
究
成
果
に
依

っ
て
、
確
め
て
お

き
た
い
。



崔
寔

・
王
符
は
當
時

の
状
況
を
、
豪
族
な
ど
の
富
家
に
よ
る
甚
し
い
奢
侈
が
見

ら
れ
る
他
方
で
、

一
般
農
民
は
土
地
を
兼
併
さ
れ
貧
困
に
苦
吟
す
る
亂
世
と
見
、

こ
れ
に
對
す
る
政
治
が
無
力
で
あ
る
と
し
て
、
法
治
を
強
力

に
主
張

し

た
ら
し

い
。
た
だ
彼
等
は
、
徳
化

・
教
化
こ
そ
主
で
あ

っ
て
刑
罰
は
そ
の
補
助
に
過
ぎ
な

い
、
と
基
本
的
に
は
見
な
す
儒
家
だ
が
、
そ
れ
で
い
て
當
時
に
お
い
て
徳
教
は
効

果
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
當
時
、
徳
治
が
行
な
わ
れ
過
ぎ
て
い
た
と

い
う
の
で
は
な
く
、
徳
治
を
標
榜
す
る
こ
と
が
實
は
恣
意
的

で
不
公
正
な
政
治
を

現
出
さ
せ
て
い
て
、
だ
か
ら
天
子
の
力

に
よ
る
統
治
が
求
め
ら
れ
た
も

の
と
思
わ

れ
る
。
桓
帝

の
初
め
、
帝
位
も
左
右
す
る
勢
力
を
持

っ
た
外
戚

の
梁
冀
に
殺
さ
れ
る
李

固
が
、
死
を
前
に
し
て
記
し
た
書
の
中

で

「漢
家
衰
微
、
從
此
始
矣
」
(『後
漢
書
』

列
傳
五
三
)

と
い
い
、

桓
帝
期
の
末
に
は
、
黨
人
派
に
奪
敬
さ
れ
た
郭
泰
ぶ
、
仕

官
を
斷

っ
た
言
葉
の
中

で
後
漢
王
朝
を
指
し
た
ら
し
く

「
天
之
所
廢
、

不
可
支

也
」
(同
列
傳
五
入
)
と
述
べ
、
又
、
逸
民
的
人
士
の
徐
穉
が
漢
家
を
大
樹
に
譬
え

「
大
樹
將
顛
、
非

一
繩
所
維
」
(同
列
傳
四
三
)
と
い
っ
て
い
る
が
、
後
漢
王
朝

の

將
來

へ
の
危
機
感
は
、
當
時
の
知
識
人

の
間
に
廣
が

っ
て
い
た
に
違

い
な
い
。
だ

か
ら
、
崔
寔
等
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
現
實
の
危
機
を
法
術

の
活
用
で
直
接
的
に

克
服
し
よ
う
と
す
る
思
想
的
風
潮
も
、

一
部
に
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん

こ
れ
は
本
質
的
に
は
、
前
漢
以
來
の
傳
統
で
あ
る
儒
法
雑
糅
の
統
治
に
お
い
て
、

法

へ
の
比
重
の
増
加
を
強
調
す
る
に
遏
ぎ
な
い
。
し
か
し
こ
の
法
治
重
覗

の
傾
向

は
、
崔
寔
が
そ
の

『政
論
』
の
中
で

「近
孝
宣
皇
帝
明
於
君
人
之
道
、
審
於
爲
政

之
理
、
故
嚴
刑
峻
法
、
破
姦
軌
之
膽
、
海
内
清
肅
、
天
下
密
如
。
薦
勳
祖
廟
、
享

號
中
宗
。
算
計
見
効
、
優
於
孝
文
。
及

元
帝
部
位
、
多
行
寛
政
、
卒
以
墮
損
、
威

權
始
奪
、
途
爲
漢
室
基
蝸
之
主
」
(同
列
傳
四
二
)
と
し
て
、
徳
治
を
行
な

っ
た
元

帝
と
は
對
照
的
に
宣
帝
の
統
治
を
稱
え

て
い
る
よ
う
に
、
先

に
見
た
楊
賜
の
言
中

郷
玄

「
發
墨
守
」
等
三
篇

の
特

色

の

「
五
宗
」
の
、
前
漢

の
特
に
專
制
君
主
的
な
宣
帝
の
時
代
の
如
き
治
世
を
、
目

指
す
結
果
に
な
る
可
能
性
を
持
と
う
。
尚
、
宣
帝
は
王
道
即
ち
徳
治
と
覇
道
即
ち

法
治
と
の
併
用
を
明
言
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
後
漢
で
も
光
武
期
に
、
刑
罰
を
重

く
す
べ
し
と
主
張
す
る
梁
統

の
帝

へ
の
言
葉
の
中
に

「
竊
謂
高
帝
以
後
、
至
乎
孝

宣
、
其
所
施
行
、
多
合
經
傳
」
(同
列
傳
二
四
)
と
あ
る
よ
う
に
、
徳
治
を
表
に
し

た
法
治
で
成
功
し
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
黨
錮
事
件

で
彈
壓
さ
れ
た
黨
人
派
の
儒
家
的
知
識
人
は
、
彼
等
の

立
場
や
時
代
情
勢
か
ら
、
現
實
的
な
考
え
方
を
と
り
、
國
家
像

の
一
つ
と
し
て
、

皇
帝
が
外
戚

・
豪
族
と
の
妥
協
で
統
治
の
安
定
を
保

つ
國
家
、
具
體
的
に
は
後
漢

前
期
の
よ
う
な
治
世
の
あ
り
さ
ま
を
描
い
て
い
た
の
て
は
な

い
か
、

と
推
測

し

た
。
他
方
、
こ
れ
に
獨
し
、
儒
家
本
來
の
歡
説
に
依

っ
て
批
到

の
眼
を
向
け
た
ら

し
い
逸
民
的
な
知
識
人
も
い
た
が
、
彼
等
の
考
え
は
ま
だ
不
明
な
點
が

多
か

っ

た
。
又
、
當
時
、
現
實
を
直
硯
し
て
、
こ
の
亂
世
を
打
開
す
る
途
は
よ
り
法
術
を

重
ん
じ
る
こ
と
た
と
す
る
論
も
あ

っ
た
。
そ
し
て
こ
の
主
張
は
、
前
漢
の
徳
治
を

掲
げ

つ
つ
法
治
で
成
功
し
た
時
代
の
姿
を
、
あ
る
べ
き
國
家
の
具
體
像
と
す
る
可

能
性
が
想
定
さ
れ
た
。

四

本
傳
に
よ
れ
ば
、
鄭
玄
は
二
〇
歳
代
の
中
頃
、
郷
里
を
出

て
洛
陽
な

ど

で
學

び
、
四
〇
歳
の
頃
に
歸
郷
、
間
も
な
く
黨
錮
に
遇

っ
て
い
る
。
そ
し
て
禁
錮
中
も

含
め
以
後
沒
す
る
迄
、
ほ
ぼ
郷
里
で
過
ご
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
出
仕
せ
ず

隱
退
し
て
學
問
に
沈
潛
す
る
さ
ま
と
、
黄
巾
が
彼
を
敬
し
て
害
を
加
え
な
か

っ
た

と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
鄭
玄
を
逸
民
的
な
人
士
の

一
人
と
す

る
見
方

ぷ
あ

る
。
し
か
し
、
既
に
見

て
き
た
よ
う
に
、
あ
る
い
は
彼
の
民
に
野
す
る
統
治
者
的

な
姿
勢
だ
け
か
ら
も
、
や
は
り
鄭
玄
は
黨
人
側
に
屬
す
る
儒
家
と
し
て
終
始
し
た

六
七



日
本
中
國
學
會
報

第
三
十
集

と
解
す
る
方
が
爰
當
に
思
わ
れ
る
。

黨
錮
の
最
中
に
著
さ
れ
た

「
發
墨
守
」
等
三
篇
の
、
そ
の
特
色
の
意
味
は
、
も

ち
ろ
ん
鄭
玄
の
晩
年
迄
の
他
の
多
く
の
著
述
と
の
關
連
で
考
え
る
こ
と
が
必
要
た

が
、
三
篇
の
書
か
れ
た
時
期
と
の
か
か
わ
り
て

一
つ
の
理
解
を
得
よ
う
と
試
み
る

こ
と
は
、
許
さ
れ
よ
う
。
す
る
と
、
黨
人
派
に
あ

っ
た
そ
の
現
實
的

な
考
え
方

が
、
具
體
的
に
示
さ
れ
る
の
が
、
三
篇

の
鄭
玄
の
そ
れ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
な
ら
、
黨
人
派
が
持

っ
た
で
あ
ろ
う
望
ま
し
い
國
家
像
も
、
や
は
り
鄭

玄
に
反
映
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
三
篇
で
彼
は
上
下
の
各

々
の
立
場
を
配
慮
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
の
者
の
實
務
的
な
行
動
を
評
價
す
る
と
解
さ
れ
た
が
、

こ
れ
は
、

外
戚
な
ど
の
勢
力
や
、党
人
派
知
識
人
が
構
成
す
べ
き
官
吏
・官
僚
層
な
ど

の
役
割

り

へ
の
配
慮
を
求
め
る
も
の
、
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
鄭
玄
は
「釋
廢
疾
」

で
天
子
の

「
親
迎
」

を
強
く
肯
定
し
て
い
る

(桓
入
)
。

結
婚

の
際
、

壻
が
嫁

の

家
に
赴
き
嫁
を
迎
え
連
れ
來
る
と
い
う

「親
迎
」
を
、
天
子
も
行
な
う
べ
し
と
説

く
の
は
、
後
漢
で
は
天
子
と
外
戚
及
び
こ
れ
に
連
な
る
勢
力
の
間
を
調
整
し
て
、

外
戚
な
ど
も
用
い
る
統
治
を
堅
固
に
す

る
意
圖
を
持

つ
、
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

こ
の
意
味
か
ら
も
上
記
の
如
く
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
他
、
豪
族
勢
力
之

儒
家
理
念
と
の
双
方
を
考
慮
す
べ
き
立
場
に
あ

っ
て
苦
惱
し
た
と
さ
れ

る
蔡

菖

の
、
そ
の
刑
死
の
報
を
鄭
玄
が
聞
き

「漢
世
之
事
、
誰
與
正
之
」
と
歎
じ
た
と
さ

れ
る
の
も

(『後
漢
書
』
列
傳
五
〇
下
)、

彼
が
六
六
才
の
時
の
こ
と
だ
が
、
參
考

に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。

で
は
同
じ
く
黨
人
派
で
あ
る
何
休
は
ど
う
か
。
彼
は
禁
錮
中
、
「公
羊
墨
守
」
等

国

に
次
い
で
主
著
の

『
公
羊
解
詁
』
を
著

し
た
よ
う
だ
が
、

『解
詁
』

で
は
衰
亂
か

ら
升
夲
を
經
て
太
夲

へ
と
三
段
階
で
發
展
す
る
歴
史
觀
が
読
か
れ
、
そ
の
太
夲
の

世
は
井
田
法
が
行
わ
れ
る
理
想
の
時
代

と
さ
れ
る
こ
と
は
、

よ
く
知
ら

れ

て
い

る
。
彼
の
願
墓
す
る
國
の
姿
は
、
周
の
理
想
的
な
封
建
制

の
施
行
さ
れ
て
い
る
瓧

六
八

會
な

の
だ
ろ
う
。
悲
劇
的
と
も
い
え
そ
う
な
状
況
に
時
代
も
彼
自
身
も
あ
り
な
が

ら
、
な
お
こ
の
よ
う
に
理
想
的
な
世
界
を
描
く
の
は
、
何
休

に
は
歴
史
的
現
實

へ

の
認
識
が
缺
如
す
る
の
か
と
疑
わ
せ
も
し
よ
う
。
そ
し
て

「
公
羊
墨
守
」
等
の
理

想
主
義
的
な
姿
勢
も
、
同
じ
く
そ
の
認
識
の
無
さ
を
示
す
と
も
解
せ
よ
う
。
し
か

し
、
何
休
は

「左
氏
膏
肓
」
で
天
子
の
後
嗣
決
定
に
關
し
て
鋭

い
考
察
を
し
て
い

た
。
そ
し
て
そ
の
鋭
さ
は
、

「
左
氏
膏
肓
」

の
他
の
個
所

(莊
六
)
で
、
大

國
の

脅
威
を
感
じ
る
小
國
が
、
脅
威
を
除
こ
う
と
そ
の
大
國
の
君
主
を
殺
し
て
も
、
む

し
ろ
滅
ぼ
さ
れ
る
の
を
早
め
る
だ
け
で
、
無
意
味
だ
、
と
説
く
こ
と
に
も
示
さ
れ

る
。
こ
れ
は
時
勢
の
必
然
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
當
時
の
何
休

に
、
自
分

の
生
き
て
い
る
時
代

へ
の
強
い
關
心
や
國
の
將
來

へ
の
危
惧
は
、
當
然

あ

っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
理
想
圭
義
的
で
あ
る
こ
と
の
意
味

は
、
別
に
更
に
檢
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

鄭
玄
に
も
時
代
の
變
化

へ
の
認
識
は
見
ら
れ
る
。「釋
廢
疾
」
で
彼
は
、『春
秋
』

の
賢
伯
が
居
た
時
代
は
、
中
華
の
國
が
夷
狄
に
從
う
こ
と
は
譏
ら
れ
る
べ
き
だ
け

れ
ど
も
、
賢
伯
な
ど
も
は
や
居
な
い
末
期
は
、
同
じ
こ
と
も
譏
る
根
據
は
な
い
、

と
い
っ
て
い
る

(僖
二
七
)。

鄭
玄
も
禁
鋼
さ
れ
な
が
ら

時
代
の
流
れ
を
冷
靜
に

考
え
、
そ
し
て
そ
の
結
果
、

一
つ
の
反
應
と
し
て
、
何
休
の

「公
羊
墨
守
」
等
三

篇
を
取
り
上
げ
た
の
だ
ろ
う
。
鄭
玄
は
何
休
の
理
念

・
道
義

を
偏

重
す

る
主
張

を
、
默
認
で
き
な
か

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
主
張
の
背
後
に
、
古
代
の

傳
親
的
な
封
建
制
の
肚
會

へ
の
願
望
を
見
、
そ
の
理
想
主
義
的
な
姿
勢
を
無
親
で

き
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
同
じ
く
禁
錮
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
鄭
玄
に

は
何
休
が
机
上
の
論
に
自
己
滿
足
し
て
い
る
だ
け
の
存
在
と
見

え
た

の
だ

ろ
う

か
。
と
こ
ろ
で
、
何
休
の
傳

q
後
漢
書
』
列
傳
六
九
下
)
に
は

「
又
以
春
秋
駁
漢
事

六
百
餘
條
、
妙
得
公
羊
本
意
」
と
も
あ
る
。
彼
が
時
代

へ
の
關
心
を
示
す
表
わ
れ

で
も
あ
ろ
う
が
、
こ
の
著
述
は

『隋
書
』
經
籍
志
の

『春
秋
』

の
項
に

「春
秋
漢



議
十
三
卷
何
休
撰
」
と
あ
る
も
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て

「
隋
志
」
に
は

「
駁
何
氏
漢

議

二
卷
鄭
玄
撰
」
も
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
現
在
は
全
て
佚
し
て
い
る
が
、
何

休
が
「
公
羊
墨
守
」
等
と
同
じ
姿
勢
で
漢
代
の
諸
事
を
評
説
し
た
の
を
、
鄭
玄
は
や

は
り
批
到
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
し
て
こ
れ
ら
も
同
樣
に
黨
錮
の
時
に
書

か
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
爾
、
許
愼

の

「
五
經
異
義
」
に
對

す

る
鄭

玄

の

「駁
五
經
異
義
」
も
、
許
愼

の
設
も
含

め
た
後
漢
前
期
の
經
學
説
を
自
己
の
立
場

か
ら
論
じ
て
お
り
、

一
蓮

の
も
の
と
し

て
、
や
は
り
黨
錮
の
時
の
作
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、

「發
墨
守
」

等
三
篇
に
は
鄭

玄
が

「
禮
」
に
言
及
し
た
個
所
が
あ
る
。

そ
こ
に
は
彼
の
禮
に
野
す
る

一
つ
の
見
方
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
既
に

取
り
上
げ
た
君
圭
が
父
の
喪
中
に
臣
下
を
他
國

へ
訪
問
さ
せ
る
こ
と
の
是
非
の
論

で
、
こ
れ
を
是
認
す
る
爲
に
鄭
玄
は

『
周
禮
』
の
記
述
を
直
ち
に

「
古
禮
」
と
し

て
い
た

(
-箴
膏
肓
」
文

一
)。
又
、

『
穀
梁
』
に
四
季
の
狩
の
名
が
あ
る
の
に

『
公

羊
』
に
は
夏
の
だ
け
が
缺
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
鄭
玄
は

『
詩
』
を
參
考

に

し
て
四
季
の
狩
は
夏
代

・
殷
代
の
禮
で
、
成
立
の
早
い

『穀
梁
』
に
記
さ
れ
、
こ

れ
を
孔
子
が
改
め
よ
う
と
し
た
の
が
夏

以
外

の
三
季
節
の
狩
で
、

『
穀
梁
』

よ
り

成
立
が
遅
れ
る

『公
羊
』
に
後
に
記
さ
れ
た
、
と
い
う

(「釋
廢
疾
」
桓
四
)。
い
ず

れ
も

「古
禮
」
と
か

「
夏
殷
之
禮
」
と
や
や
安
易
に
斷
じ
る
嫌
い
が
あ
る
。
そ
し

て
、
結
婚

の
際
、
女
が
嫁
す
の
に
用
い
た
馬
車
を
、
し
ば
ら
く
夫

の
家

に
留

め

(留
車
)、
夫
婦
の
結
ひ
つ
き
が
固
い
と
剣
明
し
て
か
ら
妻
の
實
家

に
そ
の
馬
を

返
す
こ
と
、
す
な
わ
ち

「反
馬
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
が

『
左
氏
』
に
し
か
記
述
が

な
い
の
で
、
禮
に

「
反
馬
」
は
な
い
と
す
る
批
剣
に
、
鄭
玄
は

『詩
』
な
ど
を
引

い
て
答
え
る
中
で

「
禮
雖
散
亡
、
以
詩
之
義
論
之
、
大
夫
以
上
、
其
嫁
皆
有
留
車

反
馬
之
禮
」
と
い
っ
て
い
る

(「箴
膏
肓
」
宣
五
)。
と
す
る
と
、
禮
に
つ
い
て
の
記

録
が
乏
し
い
と
か
そ
の
根
據
が
不
明
確
な
場
合
、
關
連
す
る
他
の
記
録
か
ら
推
量

鄭
玄

「
發
墨
守
」
等

三
篇

の
特

色

で
き
る
、
と
鄭
玄
は
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
先
の

「古
禮
」

「
殷
周
之

禮
」
と
い
う
剣
斷
も
引
き
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
記
録
の
關
連
性
、
推
量
の
要
當

性
と
い
っ
た
問
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

「發
墨
守
」

等
三
篇
で
鄭
玄
は
禮

に
つ
い
て
か
な
り
自
由
な
解
釋

・
理
解
を
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
禮
に
樹
す
る
見
方
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
例
に
、
結
婚

の
爲
の
結
納
を
膾

っ
た
の
が
自
分
の
父
の
喪
中
な
の
に
、

『
左
氏
』

は
禮
に
適

っ
て
い
る
と
す
る
こ

と

へ
の
批
剣
に
對
す
る
鄭
玄
の
反
論
が
あ
る
。
そ
こ
で
彼
は
、
こ
の
結
婚
は
本
人

の
租
母
が
圭
宰
し
た
の
で
あ

っ
て
、
「構
時
之
禮
」、

一
時
的

な
ま

に
あ

わ
せ

の

禮
、
つ
ま
り
便
宜
的
な
禮
に
は
適

っ
て
い
る
、
と
い
っ
て
い
る

(「箴
膏
肓
」文
二
)。

明
ら
か
に
禮
に
反
す
る
も
の
も
、
例
外
的
な
禮
と
し
て
認
め
る
の
で
あ
る
。
漢
代

に
は

「經
」
に
樹
す
る

「
權
」

の
考
え
は
か
な
り
あ
る
が
、

「権
時
」
と
い
う
言

葉
は
ま
れ
に
し
か
見
え
な
い
。
そ
し
て
そ
の

一
つ
に

「
權
時
之
宜
」
と
い
う
表
現

が
後
漢
に
あ
る
。

一
時
的
な
便
宜
、
と
譯
せ
よ
う
こ
の
言
葉
は
、
鄭
玄
よ
り
二

一

年
遅
く
生
ま
れ
九
年
後
ま
で
生
き
た
筍
悦
の
文
に
現
わ
れ
る
。
荀
悦
に
つ
い
て
は

鯛

既
に
研
究
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
參
考
に
す
る
と
、
『
漢
紀
』

で
は
、

投
降
し
て

き
た
單
于
の
處
遇

へ
の
批
剣
に
使
わ
れ
て
い
る
。
厚
遇
す
べ
き
か
否
か
で
、
厚
遇

を
主
張
し
た
蕭
望
之
の
説
が
宣
帝
に
探
用
さ
れ
る
が
、
荀
悦
は
こ
れ
を
難
し
た
中

で

「望
之
欲
待
以
不
臣
之
禮
、
加
之
以
王
公
之
上
。
僭
度
失
度
、
以
亂
天
常
、
非

禮
也
」
と
い
い
、
更
に

「若
以
權
時
之
宜
、
則
異
論
矣
」
と
績
け
て
い
る

(卷
二

〇
)
。
非
禮
だ
が
、

一
時
的
な
便
宜
と
い
う
點
か
ら
す
れ
ば
評
價
は
異
な
る
、
つ
ま

り
認
め
ら
れ
う
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
槽
時
之
宜
」
も
本
來
、

禮
か
ら
外
れ

る
事
柄
に
使
う
も
の
で
、
か
つ
、

こ
れ
を
荀
悗
は
結
局
は
肯
定
し
て
い
る
。
又
、

『
申
鑒
』
の
中
で
、
地
方
の
長
官
と
し
て
は
、
大
き
な
權
勢
を
握
る

「
州
牧
」
よ

り
皇
帝
の
直
線
的
な
統
治
に
適
し
た

「
監
察
御
史
」
の
方
が
よ
い
、
と
親
く
個
所

で
、
「州
牧
」
の
制
度
は

「
非
所
以
強
幹
弱
枝
也
、

而
無
盆
治
民
之
實
」
と
し
、

六
九
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續
け
て
「
監
察
御
史
斯
可
。
若
櫨
時
之
宜
、
則
異
論
也
」
と
い
っ
て
い
る
。
(時
事
)

筍
悦
は

「權
時
之
宜
」
と
い
う
言
葉

で
融
通
性
の
あ
る
愛
協
的

・
現
實
的
な
考

え
を
示
し
て
い
た
。
し
か
も
彼
は
天
子

の
直
接
的
な
統
治
を
支
持
し
て
い
た
。
こ

働

れ
は
彼
が
徳
と
刑
を
共
に
重
ん
じ
る
こ
と
と
關
係
す
る
。
家
族
道
徳
な
ど
も
重
硯

し
て
基
本
的
に
は
儒
家

の
域
を
出
な
い
筍
悦
が
、
徳
と
刑

を
竝
列
的

に
置
く
の

は
、
實
質
的
に
は
法
の
重
靦
に
な
ろ
う
。
と
す
る
と
、
彼
は
既
に
調
べ
た
崔
寔
・王

符
に
見
ら
れ
る
思
想
傾
向
に
、

一
面
で
連
な
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
苟
悗
は
時
代
を

重
ね
て
生
き
た
崔
寔
等
の
圭
張
に
何
ら

か
の
影
響
を
受
け
た

の
で
は
な

か
ろ
う

か
。
又
、
彼
は
當
時
の
豪
族
の
土
地
の
兼
併
を
論
し
た
中
で

「井
田
非
今
也
」
と

い

っ
て
い
る

(『申
鑒
』
時
事
)。

現
實
の
弊
害
を
除
却
す
る
爲

の
井
田
法
の
復

活

は
、
無
意
味
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
見

た
何
休
の
よ
う
な
考
え
、
井

田
法
で
支
え
ら
れ
た
太
李
の
世
の
稱
贊

へ
の
、
批
剣
と
も
解
せ
よ
う
。

つ
ま
り
荀

悗
は
、
皇
帝
と
民
の
中
間
に
あ

っ
て
皇
帝
の
直
接
的
な
支
配
を
阻
害
す
る
勢
力
を

除
く
爲
に
も
、
法
治
が
十
分
に
實
施
さ
れ
、
し
か
も
家
族
道
徳
を
中
心
と
す
る
道

義
も
浸
透
し
て
い
る
瓧
會
、
そ
の
よ
う
な
國
家
を
考
え
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
彼

は
仲
長
統

の
よ
う
な
思
想
傾
向
と
も
少

し
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

た
と
え
、
漢
代
に
數
少
な
い

「権
時
」
の
語
の
共
有
を
重
靦
し
な
く
と
も
、
筍

悦
と
鄭
玄
は
そ
の
考
え
方
が
同
じ
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
實
的
に
考
え

る
點
で
は
逋
じ
る
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
す
る
と
筍
悦

と
同
樣

に
鄭

玄

も
、
崔
寔
等
の
圭
張
に
何
ら
か
の
影
響

を
受
け
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

か
。
崔
寔
等
の
實
錢
的
な
論
や
、
彼
等
が
目
指
し
た
と
想
定
さ
れ
る
國
の
具
體
像

に
、
鄭
玄
も
觸
發
さ
れ
、
そ
れ
が
何
休

の
理
想
圭
義
的
な
傾
向
を
取
り
上
げ
る
側

面
的
な
契
機
と
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

鄭
玄
は
君
圭
の
下
に
他
を
嚴
格
に
規
定
し
よ
う
と
す
る
圭
張
に
反
對
な
の
で
、
當

時
の
危
機
を
法
治
の
重
貎
で
克
服
し
よ
う
と
い
う
考
え
に
は
決
し
て
同
意
し
な
い

七
〇

に
違
い
な
い
が
、
こ
の
考
え
の
持

つ
積
極
性
あ
る
い
は
具
體
性
か
ら
何
か
を
學
ぶ

こ
と
は
、
廣
く
研
究
す
る
彼
の
態
度
と
も
合
う
と
思
わ
れ
る
。

鄭
玄
の
圭
著
、
特
に
三
禮
注
を
中
心
と
す
る
も
の
は
、
最
後
迄
加
筆
修
正
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
晩
年
迄
の
彼

の
思
想
の
畜
積
が
見
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
ら

に
對
し
、

「發
墨
守
」

等
三
篇
は
壯
年
の

一
時
期
の
作
で
あ
る
。
禁
錮
さ
れ
て
い

た
こ
の
時
期
に
は
、
鄭
玄
は
學
問
に
沈
潛
し
つ
つ
も
、
現
實

の
肚
會
や
思
想
の
動

向
に
、
か
な
り
敏
感
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
だ
か
ら
、

「發
墨
守
」

等
三
篇
に

お
け
る
何
休
説
の
折
中
や
こ
れ

へ
の
反
論
を
通
し
て
見
ら
れ
る
そ
の
特
色
は
、
當

時
の
状
況
の
中
で
鄭
玄
が
懐
く
に
至

っ
た
彼

の
こ
の
時
期
の
思
想
の

一
端
を
、
表

わ
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

注
ω

拙
稿

「『發
墨
守
』
等
三
篇
に
見
え
る
鄭
玄
の
論
法
」
(『舞
鶴
高
専
紀
要
』

=
ご
)

參
照
。
但
し
こ
の
拙
稿
は
鄭
玄
の
種
々
な
折
中
の
さ
ま
を
指
摘
す
る
だ
け
で
、
論
法

と
し
て
の
分
析
は
、
甚
だ
不
十
分
で
あ
り
不
正
確
で
あ
る
。

②

孔
廣
林
は
『
逋
徳
遺
書
所
見
録
』
の

「駁
五
經
異
義
」
の
一
節
で
、
『毛
詩
』

の

箋
と
こ
の

「箴
膏
腐
」
の
文
を
引
い
て

「是
鄭
以
世
碌
其
常
、
有
功
亦
得
世
位
」
と

い
っ
て
い
る

(卷
五
五
)。

③

何
休
の
本
傅

(『後
漢
書
』
列
傅
六
九
下
)
に
は

「
休
坐
廢
錮
、
及
作
春
秋
公
羊

解
詁
」
と
あ
り
、
『解
詁
』
の
何
休
の
序
の
、
そ
の
徐
彦
の
疏
に
は
、
三
篇
は
「蓋
在

注
傳
之
前
」
と
あ
る
。
三
篇
は
黨
錮
の
時
期
に

『解
詰
』
に
先
ん
じ
て
書
か
れ
た
の

だ
ろ
う
。

④

増
淵
龍
夫

「後
漢
黨
錮
事
件
の
史
評
に
つ
い
て
」
(『
一
橋
論
叢
』
四
四
卷
六
號
)

參
照
。

⑤

川
勝
義
雄

「漢
末
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
」
(『東
洋
史
研
究
』
二
五
卷
四
號
)
參

照
。

⑥

住
④
參
照
。

⑦

東
晉
次

「後
漢
末
の
清
流
に
つ
い
て
」
(『東
洋
史
研
究
』
三
二
卷

一
號
)
參
照
。



⑧

注
④
參
照
。

⑨

こ
の
問
題
に
つ
い
て
參
考
と
す
ぺ
き
研
究
に
松
本
雅
明

『中
國
古
代
に
お
け
る
自

然
思
想
の
展
開
』
第
五
章
そ
の
他
が
あ
る
。
爾
、
拙
稿

「後
漢
の
道
家
思
想
に
つ
い

て
ー
1
處
世

・
實
牋
に
お
け
る
考
察
1
」
」
(『東
方
學
』
五
〇
輯
)
も
こ
れ
と
關
係

す
る
も
の
で
あ
る
。

⑩

侯
外
廬
他

『中
國
思
想
逋
史
時
二
卷

二

章
二
節
・
一
二
章
、
日
原
利
國

「王
符

の
法
思
想
」
(『東
洋
の
文
化
と
肚
會
』
六
輯
)、
金
谷
治
「後
漢
末
の
思
想
家
逹
l
l

特
に
王
符
と
仲
長
統
-
ー
」
(『輻
井
博
士
頌
壽
記
念
東
洋
文
化
諭
集
』)
等
參
照
。

⑪

注
⑤
參
照
。

⑫

拙
稿

「許
愼
と
古
文
學
」
(『舞
鶴
高
專
紀
要
』

一
一)
參
照
。
爾
、
こ
の
拙
稿
は

今
文
學
派
と
古
文
學
派
の
對
立
と
い
う
點
か
ら
考
察
を
し
て
い
て
、
本
稿
と
は
や
や

靦
點
が
異
な
る
。

⑬

注
⑤
參
照
。

⑭

注
③
參
照
。

⑮

最
近
の
研
究
で
は
吉
川
忠
夫

「黨
錮
と
學
問
ー

と
く
に
何
休
の
場
合
1

」

(『東
洋
史
研
究
』
三
五
卷
三
號
)
が
あ
る
。

⑯

日
原
利
國

「筍
悗
の
規
範
意
識
に
つ
い
て
」
(『東
方
學
』

一
八
輯
)
參
照
。

⑰

注
⑯
の
日
原
氏
論
文
は
、
筍
悦
か
、
君
主
の
直
線
的
な
統
治
態
勢
を
求
め
て
い
る

こ
と
も
、
彼
が
法
刑
と
徳
敢
の
一一元
諭
的
な
立
場
を
取
る
こ
と
も
指
摘
す
る
。

(
一
九
七
入
・
二
。
二
七
)

鄭
玄

「發
墨
守
」
等
三
篇
の
特
色

七

一


